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V145a DESHIMA: De:codeによるDESHIMA性能評価
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我々は、分光機能と検出機能を一つのチップ上に集積する超伝導フィルターバンクを用いたミリ波サブミリ波
分光器であるDESHIMA (DEep Spectroscopic HIgh-redshift MApper)の開発を推進している。2017年 10–11月
に、DESHIMAの科学観測性能を実証することを目的として、DESHIMAをASTE望遠鏡に搭載し、初期科学観
測を含むコミッショニングを実施した。本コミッショニングでは、DESHIMAデータ解析ソフトウェアDe:code

(本年会・石田講演を参照)を用いて、(1) 地球大気、および望遠鏡駆動追尾条件下における雑音特性の評価、(2) 惑
星等の天体の撮像データを用いたフォーカス・指向精度等光学性能の評価、および (3) チョッパーホイール (10Hz
回転)による強度・帯域透過特性の校正法の検証を行った。この結果、望遠鏡がクライオスタットで焦点を結び
ASTEの回折限界を概ね達成すること、またDe:codeにおける新しい強度校正・雑音除去アルゴリズムが正しく
機能することがわかった。さらに、今回の観測からDESHIMAにおける雑音等価フラックス密度NEFD、および望
遠鏡のビーム能率を推定した。上記の結果により、DESHIMAでの観測においてOrion-KLや系外銀河NGC 253
などの輝線の検出に成功し、DESHIMAの最終目標である遠方銀河の検出に向けた成果が得られた。


